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Ⅰ　西海漁民の移動
１　はじめに
かって筆者は、「海を旅する人たち」のテーマ
で、いくつかの論考書いてきた１）。
その中でも、漁民の移動については、記録が
少なく、聞き書きするのが唯一の手段であった
といえる。不便ではあるが、それが貴重な証言
となることに疑いはなく、これを幾つも重ねて
いくことによって、その交流の歴史が明らかに
なるものと言えるのである。
これが非文字の文化というのか、言い伝えに
よる伝承文化であり、記録して、民俗誌として
残していくべきものであると考えられる。
（糸満漁師の移動について）
平成１３年夏、平戸島南端の宮ノ浦の北北西に
浮かぶ無人島へ、亜熱帯の植物群落が見られる
ため西海国立公園の特別保護区になっている阿
値賀島に渡った時のことであった。
沖縄糸満の漁師が、ビロウ樹の若芽を追込み
漁のオドシとして使用するが、これを剥ぎ採る
ため、ビロウ樹の木に登った足跡が残されてい
たのである。足跡といっても、幹に登るための
足掛かりとなる段々（抉り）を付けたのである
が、それが現在までビロウの木に刻まれて残さ
れているのであった。
そしてそのことを知る人を訪ねて、沖縄糸満
市に行き、たった一人であったが、最後の人に
お合いすることができたのである。
そこで、糸満の漁師である玉城徳仁（当時、
７８歳）さんが、戦前のことになるが、平戸の阿
値賀島へ上陸したことがあると、明確に証言し
てくれたのである。
『長崎国際大学論叢』　第５巻　２００５年１月　３７頁～４４頁
37
瀬戸内海漁民の西海地域への移動
―海を旅する人たち４―
Fishery by the Setonaikai fishermen in the SAIKAI area
立　平　　　進
Susumu TATEHIRA
要　旨
筆者は、「海を旅する人たち」のテーマで、いくつかの論考を記してきた。海を旅する人たちとは、
決して楽な旅ではなく、旅の経緯が比較的不明なものが多く、名も無き人々や、記録に残らないような
人たちの旅を記してきたつもりである。漁民は、その中心的な存在であるといえる。
本稿では、瀬戸内海漁民の移動について、山口県熊毛郡平尾町佐合島の漁民が、対馬の峰町志多賀に
出漁してきていたことを記したものであるが、これを聞き取り調査で明らかにすることができたため、
漁民の移動の軌跡として記録したものである。
近代になって、瀬戸内海漁民が長崎県の近海に出漁してくる経緯について、江戸時代からの歴史的な
経緯もあったが、対馬に「各地ノ漁夫群来シテ種々ノ漁業ヲ営メリ」（下啓介、本文注２）と記される
ように、遠くから好漁場であった西海地域に各地の漁師が出漁してくる背景についても考察したもので
ある。
また、長崎県の漁民が離島へ出漁していく経緯について、民俗学的な調査により明らかにされたもの
を、旅の歴史・庶民の交流の歴史として提示したものである。
キーワード
漁民、一本釣り、移動、旅
糸満漁師の軌跡が、西海地域に足跡を残した
証拠として、伝承と実物資料が合致して確認さ
れた例であった。
このような漁師の移動を丹念に追っていくこ
とによって、その交流を明らかにしていくこと
ができるはずである。
２　対馬近海への出漁
筆者は、対馬の釣針（釣鉤）調査を実施した
ことがあった。『対馬の釣鉤製作習俗』（平成６
年）がそれである２）。
その中で、釣針製造の伝統技術を伝える満山
家に残る古文書から対馬近海の漁業について、
次のような部分を見いだすことができた。
この出品申請書とか出品目録とは、明治時代
に産業博覧会へ出品していたものからである。
　
明治１９年「出品申告書」による。
「販売地、対馬全島及島原廣島五島」
　
明治３３年９月「出品目録」
　「販路、対馬全島ハ素ヨリ島原廣島五島全島
長州朝鮮国釜山元山」
　
この頃から、廣島という地名が認められる。
現在では、対馬の満山釣針は、注文による通信
販売であるが、何らかの交流があったものと思
われるし、広島の漁師が対馬に来ていたものと
思われる。そのことを裏付ける資料を次に掲げ
る。
明治二十一年の記録であるが、大日本水産会
報告によるものである３）。
　
「抑モ對州東西両岸ハ中国漁舟山口廣島及ヒ
石州豊後天草島原等各地ノ漁夫群来シテ種々ノ
漁業ヲ営メリ然ルニ對州人ハ漁業ヲ務ムル事尤
モ少ナク即チ全島六千六百戸人口三万余ノ中漁
業ヲ営ムモノ三千四百戸人口九千余ニ過キス且
ツ其中漁事ヲ専業トスルモノハ二百七十余口ノ
ミ」―略―
「旅漁船ノ盛ニ対州東西浦ニ来レルハ天明以
後ニシテ初メハ長防芸等ノ漁民ナリ尋テ石州及
ヒ肥前島原等ヨリ来リ漁セリ天保ノ頃ニ至リ
益々盛ニシテ春ハ大敷ニ従事シ以テ烏賊小鯛、
鱶釣等ヲ営ミ十月頃ヨリ鰤漁ニ従事ス」
　
これらのことを根拠に、「中国漁舟山口廣
島」、及び「旅漁船ノ盛ニ対州東西浦ニ来レル
ハ天明以後ニシテ初メハ長防芸等ノ漁民ナリ」
と記されるものである。
この「長防芸」は、長門の国、周防の国、安
芸の国のことであり、瀬戸内海漁民のことであ
る。
実に、瀬戸内海漁民が明治時代になると、対
馬近海に来ているのである。それも「各地ノ漁
夫群来シテ種々ノ漁業ヲ営メリ」とするもので
ある。
これに対して、地元の漁業は停滞していたこ
とが分かる。「然ルニ對州人ハ漁業ヲ務ムル事
尤モ少ナク」としているのである。
とにかくここからは、現在の山口県、広島県
の漁民が来ていたことが分かるのである。これ
は正真の瀬戸内海漁民である。
そしてその時の一本釣り漁民の移動がどのよ
うに行なわれたのかという課題に対して、本稿
の後半の記録を解明の手かがりとして提出でき
るのではないかと思うものである。
なお、何故明治時代になると瀬戸内海漁民が
対馬近海に出漁するようになるのかということ
は気がかりである。
大きくは政治制度が変わって人の動きが自由
になったということは当然であるが、それでも
遥か対馬まで来ることにもっと別の必然的原因
があったはずである。
個別には、幾つかの理由は考えられる。対馬
近海が好漁場であったことを前提にしたもので
あるが、後に記す、東和町の事例などが、その
一因となるものといえる。
江戸時代以来、幾つかの歴史的背景として、
鯨組の移動などとの関連も考えられるが、一本
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釣り漁を基本に考えると、漁業のもっとも普遍
的なものとして、あるいは漁師の技術の粋とし
て考えられるものである。
３　五島近海への出漁
大村湾の漁師が、五島近海へ出漁したことに
ついても聞き書きがある４）。
大村湾のもっとも深い場所に東浦という漁村
がある。ここの漁師が、一本釣りで五島近海に
まで出漁しているのである。
また、川棚町平島の漁師たちも「五島行き」
をしていた。この二カ所をとりあげる。
　東　浦
これを「五島行き」と地元では呼んでいた。
五島列島の行き先は、宇久島、青方、有川、立
串、奈留島、久賀島などである。漁場はその近
海である。
　
（経　路）
大村湾の湾奥から西海橋下を通り、片道２日
位を要して、潮や風の状態を考えながら、五島
近海に着く。
二つの経路があり、崎戸島経由（江島―平嶋）
と、楠泊・北松浦の海岸（九十九島）をたどり、
平戸島宮ノ浦経由で行く場合とがあった。前者
は、有川から下の五島海域へ出漁する時であ
る。後者は、宇久島から西海岸域へ出漁する時
であった。
　
（船）
その時の船は、図のとおりであるが、帆船
（６反帆、角帆）で、３丁櫓、１０隻～１５隻が一
団となって出漁した。帆船は、これは「はんせ
ん」ではなく、「ほぶね」である。
３人が乗組むので、３丁櫓であるが、全長が
５.３尋と記して、約８メートルの船である。小
さな手漕ぎの木造船であった。
　
 
（生　活）
船での生活は、ドノマ（胴の間）に２人が寝
て、カンパンに１人が寝るという。漁場での期
間は、１週間から１０日くらいであった。
米１斗～１斗５升と、芋３０斤（１８㎏）、焼酎
２升など１隻あたりの食料を積み込んだ。野菜
や薪木は現地で魚と交換した。
漁獲の取り分は、船頭４分、２人の乗組み員
を６分とした。学校あがりはその８合目とされ
た４）。 
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　平　島
平島からの五島への出漁は、小値賀など五島
列島の北の方であった。魚の種類によっては、
下五島の玉之浦や荒川、岐宿などへも出漁する
ことがあった。下五島では、アジ・サバ漁を
行った。
一隻に５～６人が乗組む帆船（６反帆）で、
苫葺き屋根の船であった。ここは１０～１５隻が一
団となって船団を組んで出漁した。
小値賀島や宇久島近海に出漁する時は、佐世
保の相浦から九十九島を通り、平戸の津吉を南
に下り、宮ノ浦から五島へ渡った。この経路で
朝早く出て、夕方には漁場へ着いたという。
漁場での船泊りは、３日位であった。米２斗
と醤油、味噌、薪木を用意した。主食は芋飯、
副食は釣った魚の刺身と出漁先で求めた野菜や
切り干し大根であった。
漁労組織は、船頭、舵取り、ねらいて（艫押
し）、飯炊き、若っかし（船方）と役職と仕事
の分担が決められていた。
取り分も役職と役割により区別されていた。
分配を「分け前」といった。１８歳以上を「本前」
といって、一人前である。１８歳未満は、７合目、
６合目といった。
漁獲は、必要経費を差し引いて、利益の４分
を船に、後の６分を船頭以下全員で平等に分配
した。しかし、乗組みの中には、船頭の家族も
入っているのが通例である。
このような乗組みで五島海域へ出漁するので
あるが、操業する期間が短く、現地の人々との
交流は、生活物資を調達するとか、必要以上に
は認められない。
船旅の途中で、西海橋の下を通り、大村湾の
出入口にある、伊ノ浦の瀬戸を通る時、弁天様
に安全と大漁を祈願してお神酒を供えていくの
は、伝統的な習わしといっていた。
また、出漁前には、「出船祝い」を船頭の家
で行なっている。
 
Ⅱ　対馬行きの瀬戸内海漁民
平成２年２月、山口県大島郡東和町に一本釣
り漁師の足跡を訪ねて行った時のことである。
やや日程に時間があったので、熊毛郡上関町へ
寄った。偶然であったが、上関町教育委員会を
訪ねると、そこに熊毛郡平生町佐合島の漁師の
人が来ていたのである。その漁師の方からお話
をうかがった。以下は、その記録である。
故民俗学者宮本常一には、『対馬漁業史』とい
う労作がある（著作集２８）。この中には、詳細で
数多くの対馬行きの報告と考察がなされてい
る５）。
本稿は、その一部と関わるものといえるが、
山口県の佐合島というところからも、対馬行き
をしていたという、その最後の記録となるもの
であった。
周防大島の大島郡東和町と熊毛郡平生町佐合
島とは、海を隔てているが、すぐ近くである。
沖家室の西へ行く漁船の通り道であった。
後に、森本孝が『東和町誌 各論編　第３巻
漁業誌』（昭和６１年）で、瀬戸内海の漁師の出
発地の一つである東和町沖家室島を取り上げて
考察を行っているものとも深く関わるものとい
える６）。
この項の後半にその検討を行いたい。民俗学
では、聞き取りについて、できるだけ忠実に記
録を残すことが必要なこととされている。
「　」は、録音テープからとった語り口調であ
る。 
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図３　長崎県対馬への出漁コース図
１　佐合島の漁師
話者は、島原武雄さん、当時７４歳の方で、佐
合島に住んでいた。対馬行きは、父親の島原兼
吉さんのことである。
島原武雄　大正５年生まれ
島原兼吉　明治１９年生まれ
島原兼吉は、昭和３２年に７０歳で亡くなってい
る。亡くなる４年前まで対馬行きをしていた。
最後の年が６６歳で、昭和２８年のことである。
　
（舟）
舟は、４尋テンマで、２０尺舟といった。約６
メートルである。たった一人が乗り、一人で佐
合から「往復やりよった」という。
毎年、「２１０日すぎて、」９月２０日頃に出発し
て、翌年の６月頃帰ってきた。
途中は１０日くらいかけて、しかし潮と風の具
合では２０日近くかかることもあった。風の調子
を見ながら帆はかけるという。
晩は、「走らん」といっていたけれど、夜も
「漕ぎよった」こともある。走らんとは、速度が
でないことで、距離が稼げないことである。そ
して夕方は、「ちっと早くても港へ入る」とい
い、朝は早かった。
　
（経　路）
佐合島を出て、どこに寄港しながら舟の旅を
したのか、経路を聞いた。必ず通過しなければ
ならない場所もあるが、風と潮の具合で、寄港
する港は決まっていないことが分かる。
光市室積、風が強い時に寄る。
下松市の瀬戸
徳山市の徳山湾内、「凪の時は泊らん」
防府市三田尻
　下関市（山口県）、下関を越えると、九州と
いった。九州というと、遠くに来た感じが
する。
芦屋町（福岡県）―津屋崎町（福岡県）
　福岡県博多市、父親がケガをしていたので、
一緒に行ったことがあったが、博多を出た
ところから返された。
志摩町（福岡県）
　呼子町（佐賀県）ここから一気に対馬を目指
した。
「壱岐はなあ、佐賀県の呼子からは、よう見
えるよ」。
壱岐には寄らないのである。
対馬を目指して一直線で行く。
これを「ヒトヒバシリ（１日走り）」といっ
た。
朝早く呼子を出て、晩までには着く。
博多を出て、壱岐がちょうど半分という。
対馬からは、６時間くらいかかった。
　志多賀（長崎県）、行き先は対馬の峰町志多賀
である。ここに広島から問屋が常駐してい
た。
佐合から対馬に行った者は多く、「もど
りゃせんで」、対馬に墓がある者もいた。
　万関（長崎県美津島町）を通り、浅茅湾に入
り、漁をした。
「ありゃ、長崎県じゃけんね」といい。
対馬で約９カ月を漁で過ごしている。佐合島
に帰っている間は遊んでいたという。ちょうど
盆の時期である。
　
（対馬行きの人々）
佐合島から対馬へ行っていた人々で、４人の
名前を聞いた。船団を組んで行くのではなく、
めいめいで行った。
田島（たじま）さんは機械船。
　　佐田（さだ）さんも機械船で、佐田さんの
嫁さんは対馬の人であった。
万（よろず）さんは、手漕ぎ。
角（かど）さんも手漕ぎ。
ここには広島の人たちばかしで、他のところ
にはおらん。
対馬に行く前までは朝鮮行きであった。これ
は戦前のことらしい。対馬に行ったり、朝鮮へ
いったりしていたが、壱岐にはいかなかった。
大島郡からは、朝鮮のトンエイへ行ったこと
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もある。どこかはよう分からんが、ハワイなど
へも行っていたと話した。
これは移住のことかもしれないが、遠くへ出
掛けることも珍しくなかったのかもしれない。
　
（対馬で）
「対馬の人は魚釣りはしなかった」といい、そ
のためか、魚は多かった。対馬に来る漁師はイ
カ（烏賊）釣りが多かった。ガス（カーバイト）
を使って、明かりにイカを寄せて釣った。
イカはスルメイカであった。広島県から来た
問屋に卸した。対馬で売りさばくこともあった
が、対馬では、干してスルメイカにしていた。
他の魚も釣ることがあったが、釣り魚では、
磯用のものはダメだった。
　
（生　活）
すべて船に寝泊りするわけで、布団など舳先
の間のカンパンに仕舞う。「船は、我が家みた
いなもんじゃ」といいながら、波のある日など
のことも聞くと、「スイタはなし」、「波が打ち
込んでも、中にははいらじ」だったという。海
が荒れるようであれば早めに避難して、自然に
逆らうことはなかったという。風の当たらない
浦の奥に避難した。
食べ物は問屋が調達した。米味噌などすべて
広島の問屋から買った。テグスなどの道具は、
ここで調達されたものと思われる。
水は、木製の水樽に１８リットルを４缶ほど
持った。米は最初塩水で研ぎ、あがりだけ真水
を入れた。塩水で研げば美味いといっていた。
燃料は、火おこしに松の肥松を使った。松の
木は、皮を剥いでおくと肥松になった。
漁のない日には、志多賀にあっちこっちから
来た人たちが集まって「遊ぶ」ことがあった。
普段は一人であるが、ここで漁師の情報交換が
なされるのである。
２　周防大島・沖家室島漁民の場合
宮本常一の『対馬漁業史』（著作集２８）の中
には、詳細で数多くの対馬行きの報告がなされ
ている５）。
特に、対馬の南端にある浅藻の開発について
記されている。その中から幾つかの部分を引用
する。
「沖家室から対馬に最初に進出して来たのは
筑前組であった。―略―
筑前組は博多で対馬の好況を聞いて明治二十
年頃対馬に進出して来た。そして豆酘沖を漁場
としてブリを釣った。―略―
かくて戎納屋、沖家室納屋を中心にして中浅
藻が発達してくるのであるが、浅藻沖のブリ釣
の有利なことを知って和歌山県漁民の大挙進出
が見られ、明治二十年代から三十年代にかけて
は年々七十隻の出漁を見るに至った。沖家室も
また筑前組の外に唐津組、山口県大畑からも釣
組が進出し、久賀からも三十隻あまりが出漁を
見るに至って浅藻を根拠とする船は百二、三十
隻を数えるに至った。」
このような歴史的背景をもって、明治時代に
なると、瀬戸内海漁民は、対馬近海へ出漁して
きたものといえる。
筆者も、浅藻では、周防大島の久賀から移住
してきたという、お年寄の方にお合いしたこと
があった。宮本常一のいう、浅藻を開いた人た
ちの子孫である。
また、対馬浅藻の小学校校庭の一遇に建てら
れている石柱の記念碑を見たこともある。それ
が、次のカタカナ書きのものである。浅藻小学
校の校長先生から提供していただいた。
本稿は、その一部と関わるものといえるが、
山口県の佐合島というところからも、対馬行き
をしていたという、その最後の記録となるもの
であった。
昭和６１年に、森本孝が『東和町誌 各論編　第
３巻　漁業誌』で、瀬戸内海漁師の出発地の一
つである東和町沖家室島を取り上げて考察を
行っているものとも深く関わるものである。
沖家室の漁民がいつ頃から他県海へ出漁する
ようになったのかということについて、『防長
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風土注進案』を取り上げて、次のように応えて
いる。これが天保１２年（１８４１）のことである。
江戸時代からの背景が推察されるところであ
る６）。
「小嶋不相応ニ戸口多御座候ニ付専他所稼等
ニ罷出候者も御座候―略―
島民千三百九拾四人の内　百三拾三人　但し
漁業他所稼ニ出候者年中稼シ右之通、」と。
もう一つの根拠とする記録がある。『沖家室
島漁業ノ沿革』（明治四十年頃）である。
「貞亨三年（１６８６）本島有力者相計リ阿波ノ
国ヨリ一本釣熟練ノ実業者ヲ聘雇シ伝習ヲ為セ
シヨリ漸ク発達ヲ促シ本島近海ノ漁場ノミニテ
ワ狭隘ヲ告ゲ寛政年間（１７８９―１８０１）ノ頃ヨリ
豊後其他宇和島ノ近海エ出漁シ文化年間（１８０４
―１８１８）ノ頃ヨリ筑前肥前壱岐対馬ノ沿岸ニ出
漁シ、明治初年ノ頃ヨリ朝鮮沿岸ニ出漁スルニ
至レリ」と記される。
このように明治時代になると、沖家室島から
他県海域へ出漁する者がたくさんいたことが分
かるのである。対馬海域もその一つであった。
３　一本釣り漁師の移動（結び）
このような釣漁の繁栄をもたらしたものは、
阿波堂ノ浦から導入された「テグスを使う一本
釣り」であったという（森本、前掲書）。
これまで記してきたことは、すべて釣り漁の
ことであるが、このテグスの普及こそが、一本
釣り漁業の普及のカギであったといえる。
一本釣りは、仕掛けは簡単であり、舟以外に
大きな資本を必要としないが、また一度に大漁
の漁獲は難しいが、熟練を要し、腕（技術）に
より、値段の高い魚を狙うことはできるという
特色もある。さらに、一年中移動しながら漁場
を替え、漁ができるのである。
それで、魚がいると聞けば、五島列島や対馬
海域まで出漁してくるのである。
筆者は、一本釣りについて、次のように考え
ている７）。
これこそが、「腕一本の一本釣り、天下御免の
一本釣り」であった。これは、「五島行き」の
大村湾の漁師から聞いた言葉である。
腕一本の一本釣りとは、技術のことである。
天下御免の一本釣りとは、漁場に制限されない
ということであった。
この二つの言葉に象徴される意味は、いくら
稼いでも一人で釣り上げる漁獲は決まっている
と見るべきか、あるいは一人の漁師の可能性が
ためされているものなのか、意味深長ないいぶ
りであると思う。
小さな和船で波間を漂いながら、その船に積
みきれないほどの漁をしたことがあると話した
漁師がいた。
しかし、それは例外ともいえる話であり、自
らの手で釣り糸を垂らし、魚を誘い、それこそ
一対一で大物と対峙することもありはするが、
普段は地道に漁を重ねていくのが一本釣りで
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図４　浅藻の碑文
あった。
その道具立てなど、むしろ貧しいという程の
仕掛けでしかない。過去の経験を振り返りなが
ら人には内緒であるといい、自らが製作する。
一本釣りの漁師の人たちの仕掛けは、最近の
釣りマニアやスポーツフィッシングの人たちと
比べるとその比ではない。
しかし、それが一本釣りの実態であり、おそ
らく漁村における普遍的な漁であり、漁師の基
本的な原理の一つとなるものであるといえる。
　
（旅で死んだ漁民）
宮本常一には、日本民衆史３で『海に生きる
人びと』という著書がある８）。
この中に「旅で死んだ漁民」という短い文章
がある。昭和２７年に五島の浜ノ浦の円福寺を訪
ねて、という部分である。
「浜ノ浦は五島中通島の西海岸にあって古く
から釣浦として知られており、各国の漁船が
やって来ていた。―略―
過去帳は享保頃からのものがのこっている
が、その頃もう他所者がたくさん死んでいる。
その中に周防西方の者が二人死んでいる。」と
記される。寛政年間のことである。
これがみな一本釣り漁民なのであった。
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